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は、暮らしに大切な快適と安心をサポー  トします。
一般建築物結露防止・高断熱/冷凍・冷蔵倉庫防熱
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一般建築物において、結露問題は日々の暮らしに不快感を与えるばかりではなく、冷暖房（光熱費）
の無駄や建物自体の老朽化を早めることにつながります。また、私たちの食生活にかかせない冷凍・
冷蔵倉庫においても、倉庫内の室温を一定に保つために、より効率的な防熱工法が求められてきて
います。
ソフランウイズではそのような問題にお応えして、ソフラン-Rスプレー工法（一般建築物の結露防
止・高断熱用、冷凍・冷蔵倉庫の防熱用硬質ウレタンスプレー工法）を確立しています。また、ソフ
ラン-Rは、オゾン層を破壊しない材料を使用するとともに、シックハウスの原因となる物質を含ま
ない、環境と人にやさしい断熱材です。

ソフラン-R とは積水ソフランウイズ株式会社が製造・販売する断熱材
（硬質ポリウレタンフォーム）の総称です。

一般建築物結露防止・高断熱/冷凍・冷蔵倉庫防熱
ソフラン-R スプレー工法の特長

JIS A 9526：2015
建築物断熱用吹付け硬質ウレタンフォーム
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スプレー工法の特長 JIS A 9526：2015
建築物断熱用吹付け硬質ウレタンフォーム

一般建築物結露防止・高断熱/冷凍・冷蔵倉庫防熱

ソフラン-Rスプレーフォームは、現場施工によ
り対象物に直接吹付けて発泡させ、その凹凸
に合わせた継ぎ目や隙間のない断熱層を形
成します。
スプレーフォームは、非常に細かい気泡で構
成されており、他の断熱材と比較しても優れ
た断熱性能を持っています。

断熱効果に優れています 種　類

成型板による断熱工法では、成型板同士や成型板と柱間等
に継ぎ目が生じましたが、ソフラン-Rスプレー工法による結
露防止・防熱工事では断熱材の継ぎ目・隙間ができません
ので、断熱効果の妨げになる熱のリークなどが起こりにくく
なっています。
特に出隅・入り隅部でも断熱材が継ぎ目なく施工されるた
め、室内全体に高い結露防止・防熱効果を保持することが
できます。

継ぎ目がなく安定した
断熱効果が得られます

ソフラン-Rスプレー工法は、さまざまな下地・内装工事に適
応。下地への自己接着性に優れた現場発泡システムです。
木材やコンクリート、ALC板、鉄板など広い範囲の下地に効
果的に接着します。
ポリプロピレン、ポリエチレン、フッ素樹脂、シリコン、ワック
スなどとは、一般の接着剤と同じように接着しません。

様々な下地に接着します

ソフラン-Rスプレー原液は、種類が豊富なため、一般建築
物用・木造住宅用・寒冷地用・冷凍冷蔵倉庫用など、地域
や建築物の用途に合わせた断熱仕様が選択できます。

地域・用途に適した
断熱仕様が選択できます

ソフラン-Rスプレー工法は、ビルや商業施設だけでなく、高
気密・高断熱住宅の施工にも適しています。吹付け施工に
より対象物に接着し、継ぎ目がない断熱層により気密性も
向上。効率的な計画換気を可能にします。

高気密・高断熱住宅の
工事に適しています

複雑な構造部への吹付けが容易にでき、連続発泡が可能、
特別な下地材・下地造作が不要になるなど、スプレー工法
のメリットを生かすことで、従来工法と比較して大幅な工期
の短縮、断熱工事コストの低減を実現できます。

工期の短縮、断熱工事
コストの低減を実現

シックハウスの原因物質であるホルムアルデヒド等、室内汚
染物質を含まないため、使用面積の制限を受けない建築材
料として使用することができます。
また、適切な断熱材厚さに施工することで、冷暖房費の低
減等、省エネルギーに貢献します。

人と環境に優しい断熱材

ソフラン-R  A種1 0.034以下

ソフラン-R  A種1H 0.026以下

ソフラン-R  A種2H 0.026以下

ソフラン-R  B種 0.026以下

押出発泡ポリスチレンフォーム3種b 0.028以下

押出発泡ポリスチレンフォーム2種b 0.034以下

押出発泡ポリスチレンフォーム1種b 0.040以下

住宅用グラスウール16K 0.045以下

住宅用グラスウール24K 0.038以下

131

100

108

131

154

173

146

各種断熱材の熱伝導率（JIS規格値） 同等の断熱性能を得るために
必要な断熱材厚み指数

100

100

単位：W/（m・K）

種　類

Ａ種１

Ａ種１H

Ａ種２

Ａ種２H

Ａ種３

Ｂ　種

ＮＦ１

ＮＦ１H

ＮＦ２

ＮＦ２H

ＮＦ３

ＦＣ

記　号 主な用途

壁、屋根裏等の用途に適する非耐力性吹付け硬質ウレタンフォーム原液。

冷蔵倉庫などの用途に適する耐力性吹付け硬質ウレタンフォーム原液。

壁などの充てん断熱工法（注）用途に用いることができる
低密度非耐力性吹付け硬質ウレタンフォーム原液。

冷蔵倉庫などの用途に適する耐力性吹付け硬質ウレタンフォーム原液。

注）充填断熱工法とは、軸組みの間及び構造空間に断熱材を充填する断熱工法をいう。

品　質

品　質

80以上

0.034以下

80以上

9.0以下

粘度（20℃） mPa・s

圧縮強さ kPa

熱伝導率 W/（m・K）

接着強さ kPa

透湿率 ng/（m・s・Pa）

燃焼性

種　類
A種1

80以上

0.026以下

80以上

9.0以下

A種1H

170以上（注）

0.034以下

100以上

4.5以下

A種2

170以上（注）

0.026以下

100以上

4.5以下

A種2H

－

0.040以下

－

－

A種3

170以上（注）

0.02６以下

100以上

4.5以下

B種

注）定温倉庫、農畜舎などの高い耐力性が求められない用途の場合は、
　  受渡当事者間協議によって、150kPaとしてもよい。ただし、その旨を明示する。

吹
付
け
硬
質
ウ
レ
タ
ン
フ
ォ
ー
ム

原
液 80～1500

燃焼時間が120秒以内で、かつ、燃焼長さが60mm以下であること
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シリーズ紹介

Ａ種１ NFSシリーズ［ノンフロン］

一般建築物結露防止・高断熱/冷凍・冷蔵倉庫防熱

発泡剤にフロン類を用いず、水（炭酸ガス）を使用した、地
球環境に優しいノンフロンタイプの硬質ウレタンフォーム
です。水発泡（炭酸ガス）タイプ

Ａ種３ SP01シリーズ［ノンフロン］
（ソフラン-Ｒウイズフォーム）

発泡剤に水（炭酸ガス）を使用した低密度の硬質ウレタン
フォームです。
詳細は「ソフラン-R ウイズフォーム」カタログをご確認く
ださい。

戸建住宅向けタイプ

熱伝導率
[W/m・k]

0.034以下

透湿率
[ng/(m・s・Pa)]

9.0以下

難燃性

難燃性を有する

●フォーム色［赤色］

次世代フロン発泡剤(HFC)を用いた、高い断熱性能を有
する硬質ウレタンフォームです。次世代フロン（HFC）タイプ

熱伝導率
[W/m・k]

0.026以下

透湿率
[ng/(m・s・Pa)]

4.5以下

難燃性

難燃性を有する

●NSP3シリーズ
　フォーム色［緑色］

●SP25・SP38シリーズ
　フォーム色［クリーム色］

●Ａ種1Ｈ
　（一般建築物用）
　フォーム色［赤色］
●Ａ種2Ｈ
　（一般建築物厚吹き用）
　フォーム色［赤色］

●Ａ種2Ｈ
　（冷凍・冷蔵倉庫用）
　フォーム色［クリーム色］

Ａ種１H LSPシリーズ［ノンフロン］
第四世代発泡剤（HFO）を用いることで、次世代フロン
（HFC）同等の高い断熱性を実現したノンフロンタイプの
硬質ウレタンフォームです。A種１に比べて、断熱厚みを軽
減することが可能になりました。

第四世代発泡剤（HFO）タイプ

Ａ種２H

熱伝導率
[W/m・k]

0.026以下

透湿率
[ng/(m・s・Pa)]

9.0以下

難燃性

難燃性を有する

●Ａ種１H（一般建築物用）

熱伝導率
[W/m・k]

0.026以下

透湿率
[ng/(m・s・Pa)]

4.5以下

難燃性

難燃性を有する

●Ａ種2Ｈ（一般建築物厚吹き用）

熱伝導率
[W/m・k]

0.026以下

透湿率
[ng/(m・s・Pa)]

4.5以下

難燃性

ー

●Ａ種２H（冷凍・冷蔵倉庫用）

難燃3級試験、または発熱性試験（難燃材料試験）に所定の試験体で合格するものを｢難燃性を有する吹付け硬質ウレタン
フォーム｣と称しています。
吹付け硬質ウレタンフォームの難燃性についての判断基準としては、下記２つのものが挙げられます。

一般的に結露防止の現場吹付けには｢難燃性能を有する吹付け硬質ウレタンフォーム｣が使用されていますが、火源によって
は燃焼しますので火気厳禁等の留意が必要です。
また、建築基準法の内装制限を受ける場所においては、｢難燃性を有する吹付け硬質ウレタンフォーム｣のみで施工すること
はできません。

硬質ウレタンフォームの難燃性について

硬質ウレタンフォームには、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド等のシックハウスの原因物質は含まれておらず、「シックハウ
ス対策」における国土交通省告示第１１１３号～１１１５号、ホルムアルデヒド発散建築材料の告示規制対象外となっておりま
す。
そのため、使用面積の制限を受けない建築材料として使用することが出来ます。
また告示規制対象外のためＦ☆☆、Ｆ☆☆☆、Ｆ☆☆☆☆の表示をする必要はありません。

シックハウス対策
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●ＩＳＯ－５６６０試験法（コーンカロリーメーター試験）による難燃材料相当
●ＪＩＳＡ１３２１（建築物の内装材料及び工法の難燃性試験方法）による難燃３級相当

B種 NSP3シリーズ/SP25・SP38シリーズ［次世代フロン］

●NSP3シリーズ（一般建築物用）

熱伝導率
[W/m・k]

0.026以下

透湿率
[ng/(m・s・Pa)]

4.5以下

難燃性

ー

●SP25・SP38シリーズ（冷凍・冷蔵倉庫用）



発泡剤の種類と環境特性 フロン排出抑制の取組み

ソフラン- R　NSP3シリーズ/ SP25・SP38シリーズはHFC-245fa、HFC-365mfcを使用しています。
ソフラン- R　LSPシリーズはHFOを使用しています。
ソフラン- R　NFSシリーズは水（炭酸ガス）を使用しています。

2015年3月24日、「特定製品に係るフロン類の回収及び破壊の実施の確保等に関する法律
施行令の一部を改正する政令」が閣議決定されたことに伴い、「硬質ポリウレタンフォーム用
原液」（但し、住宅建築用の現場発泡製品に限る）が指定製品に定められました。
　これを受けましてフロンを含む住宅建築用の現場発泡製品に、環境影響度（GWP）の目標
値を定め、2020年度までに達成できるよう取組みを進めております。

フロンを含む住宅向け
現場発泡用製品の環境特性

0

1

0

1

HFO

0

1,430

HFC-134a

0

794

HFC-365mfc

0

1,030

HFC-245fa

0.11

725

HCFC-141b
（特定フロン）

水
（炭酸ガス）

1.0

4,750

CFC-11
（特定フロン）

ODP

GWP

項目

発泡剤の環境特性

※出典：日本フルオロカーボン協会　フルオロカーボン類の環境・安全データ一覧

ODP（Ozon Depleting Potential）とはオゾン破壊係数を意味します。CFC-11の1kgあたりの総オゾン破壊量を1とした
場合、各化学物質の1kgあたりの総オゾン破壊量が何倍になるか、その相対比を表したものです。オゾン層破壊の懸念が全
くない場合は、ODPは0となります。

オゾン層破壊係数（ODP）とは

GWP（Global Warming Potential）とは、地球温暖化係数を意味します。二酸化炭素ガスの単位量あたりの温暖化効果
を1とした場合、各化学物質単位量あたりの地球温暖化効果の相対比を表したものです。

地球温暖化係数（GWP）とは

■ 用途
 住宅建築用

■ 発泡剤
 フロン類：HFC-245fa、HFC-365mfc

■ 発泡剤使用量
 25％以下

■ 各品名の環境影響度

■ 製造
 積水ソフランウイズ株式会社

NSP3-BWG
NSP3-RA
NSP3-RAS
NSP3-RA3
NSP3-RA3K
NSP3-RA5
NSP3-RA7
NSP3-NA
NSP3-NA5
SP38-FA
SP25-FA

983
960
960
960
960
948
948
960
960
983
983

目標年度GWP目標値品　名 GWP

100 2020年

6 7



一般建築物結露防止・高断熱スプレー工法

工法／施工例 結露計算方法

施工手順

内装施工例 表面結露防止のための各種断熱材の必要厚さの求め方

8 9

入隅・出隅の施工例（GLボンド使用の場合）

出
隅
部

入
隅
部

L
G
S（
軽
量
鉄
骨
）工
法
の
場
合

G
L
ボ
ン
ド
工
法
の
場
合

１ 吹付け施工面の確認
吹付け施工面の乾燥状態、油、ホコリ等の付着を点検し、不良の場合は
人工乾燥、清掃を行うこと。その他次の作業が完了していることを確認
する。
 ・ セパレーターボルトの撤去
 ・ 木コン、セパ穴等は埋め込まれていること
 ・ サッシ、硝子、額縁の取り付け、トロ詰めが完了していること
 ・ 金物取り付け等の溶接、溶断工事
 ・ 機材、物品等が置かれていないこと

２ 養生
吹付け施工面以外の床、壁、天井、窓等にソフラン-Rが付着しないよう、
ポリフィルム、マスカー、布テープ等で養生する。

３ 発泡機の準備
発泡機セット
 ・ 発泡機、コンプレッサーの作動確認
 ・ 液温の確認
 ・ 原液流系の詰まりのないことを確認
 ・ ガン部の点検（フィルター、チャンバー）

４ 試験発泡
吹付け発泡前に試験発泡を行い、フォーム状態を確認する

５ ウレタン吹付け作業
試験発泡で異常がなければ、吹付け順序に従いソフラン-Rを吹付ける

６ 厚み及び外観検査
適宣に厚み及び外観検査を行いながら、吹付け作業を行う

７ 補修
ソフラン-Rに厚み誤差を生じている場合には、吹き直し、又はカットし、規
定の厚みに仕上げる

８ 最終検査
工事完了後、監督員の立会いのもとで検査を行う

９ 検査完了後、養生をはずし清掃する

ソ
フ
ラ
ン
ı
R
原
液

吹
付
け
面

①
清
掃

ポ
ン
プ
作
動

温
　
　
　
調

②
養
生

③
発
泡
機
準
備

④
試
験
発
泡

⑤
ソ
フ
ラ
ン
‐
R
吹
付
け
作
業

⑥
厚
み
及
び
外
観
検
査
　
⑦
補
修

⑧
最
終
検
査

⑨
養
生
外
し養

生
材
料

P
液

R
液

エ
ア
ー

次式（1）より求まる室内側表面温度（ti'）が室内空気の露
点温度より低い場合に、表面結露現象が現れます。
露点温度は、室温と室内湿度から決まります。

計算例

下記構成で室温20℃としたとき、各外気温、ウレタン厚
みでの計算例を［表１］に示します。

：室温 ℃
：外気温 ℃
：室内側表面熱伝達抵抗 （m2・K）/W
：外気側表面熱伝達抵抗 （m2・K）/W
：各構成材料の厚み ｍ
：各構成材料の熱伝導率 W/（m・K）

：各構成材料の（厚み÷熱伝導率）の総和

ここで特に、　　　　　　　　　　を熱貫流率と呼びます。

ソフラン-R　A種１
ソフラン-R　A種１H
ソフラン-R　A種２H
ソフラン-R　B種
鉄（炭素鋼）
アルミニウム
コンクリート
A.L.C.板
空気
石膏ボード

0.034（JIS規格値）
0.026（JIS規格値）
0.026（JIS規格値）
0.026（JIS規格値）

55
209
1.63
0.17
0.024
0.22

単　　位 W/（m・K）

結露計算に用いる各種材料の熱伝導率

※上記値は文献等による一般的な値で、カタログ値とは異なる場合があります。
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℃
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℃

1.22
0.83
0.46

同上

同上

同上

同上

K
熱貫流率
W/（m2・K）

13.3
15.4
17.5
14.6
16.3
18
16
17.3
18.5
17.3
18.2
19
18.7
19.1
19.5

室内側表面温度
ti'
℃

65
75
85
71
79
88
78
84
91
85
89
94
92
94
97

露点に達する
室内湿度
％

ti＝20℃
to＝－30～10℃
Ri＝0.11m2・K/W
Ro＝0.04m2・K/W
コンクリートの厚み＝0.15m（150mm）
コンクリートの熱伝導率＝1.63W/（m・K）
ウレタンの厚み＝0.015～0.050m（15～50mm）
ウレタンの熱伝導率＝0.0260W/（m・K）
※B種JIS規格値スタッド



冷凍・冷蔵倉庫防熱用スプレー工法

施工例/各種防熱仕様略図 防熱厚み計算

ウレタン吹付け防熱C級

施工例/各種防熱仕様略図

所要防熱厚みについて

10 11

冷凍・冷蔵倉庫の防熱厚みは、イニシャルコスト、ランニ
ングコスト等の諸条件を考慮した経済厚さによる場合が多
いが、通常最低の厚みは表面の温度が露点以上となる厚
さとなる。

※厚みを決定する際は、冷蔵庫の場合は冷凍機の能力に左右され
るので、例えば－20℃のときソフラン-R 100mmというように決め
つけることはできません。冷凍機の能力があれば75mmで良い場
合もあるからです。従って、イニシャルコスト、ランニングコスト等
の諸条件を計算した結果、経済厚さを出すことになります。 

断熱層の熱流密度
：防熱剤の必要厚さ ｍ
：防熱剤の熱伝導率 W/（m・K）
：表面熱伝導率 W/（m2・K）
：庫内温度 ℃
：外気温度 ℃
：外気の露点温度 ℃
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0
－5
－10
－15
－20
－25
－30

25
50
75
75
100
125
125
150
175

庫内温度
場所 床（埋戻し）

75
75
100
125
125
150
175
200
200

床（ピット）

100
100
125
150
175
175
200
225
250

外壁

125
125
150
175
200
200
225
250
275

天井

C3級
C2級
C1級
F級

冷蔵庫の級別

＋10℃以下、－2℃未満
－2℃以下、－10℃未満
－10℃以下、－20℃未満

－20℃以下

保管温度

標準型
省エネルギー型

規格

8.5
7.1

熱流密度 q（W/m2）

ソフラン－R吹付

軽天

角波カラー鋼板
通気用開口
エキスパンドメタル

コーナー金物

角波カラー鋼板

ソフラン－R吹付
防湿コート吹付
角波カラー鋼板

断熱ボルト

横桟木

押えコンクリート
防水シート

断熱材
防湿シート

ソフラン－R吹付

ソフラン－R吹付

ウレタン吹付

角波カラー鋼板

角波カラー鋼板

ソフラン－R吹付

防火耐火材吹付

防火耐火材吹付

角波カラー鋼板

コーナー金物

角波カラー鋼板

断熱ボルト

断熱ボルト
横桟木

桟木

押えコンクリート
防水シート

断熱材
防湿シート

ソフラン－R吹付

メタルラス等

防湿コート吹付

防火・
耐火材吹付

ソフラン－R
吹付

メタルラス等

ホワイトキーストン

断熱ボルト
横桟木

押えコンクリート
防水シート

断熱材
防湿シート

ソフラン－R吹付
角波カラー鋼板

コーナー金物

コーナー
金物

角波カラー鋼板

断熱ボルト
桟木

角波カラー鋼板

断熱ボルト

桟木

メタルラス等
ソフラン－R吹付

防湿コート吹付

立上り防熱ボイド管
H=600、150Φ
ソフラン－R発泡

吊りボルト
大引き
C型チャンネル鋼

ソフラン－R吹付

メタルラス等

防湿コート吹付

ホワイトキーストン

ホワイト
キーストン

断熱ボルト

横桟木

押えコンクリート
防水シート

断熱材

防湿シート

立上りコンクリート止め断熱材

ソフラン－R吹付
メタルラス等

防湿コート吹付

●倉庫業法の冷蔵室の級別

●省エネルギー型断熱材厚さ
熱伝導率：0.026W/（m・K）
単　　位：mm
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場所 床（埋戻し）

50
75
75
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床（ピット）
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100
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外壁

100
125
125
150
150
175
200
200
225

天井

庫内温度別・部位別断熱厚さ
●標準型断熱材厚さ

熱伝導率：0.026W/（m・K）
単　　位：mm

冷蔵庫納まり例各部詳細
（＋10℃以下、ー 20℃未満）

ウレタン吹付け防熱F級

冷蔵庫納まり例各部詳細
（ー20℃以下の低温）



省エネルギー住宅工事の仕様における
部位別熱抵抗値と断熱材の厚さ（抜粋） 安全にお取り扱いいただくために

屋根または天井 壁地域 外気と接する床 その他の床 その他の土間床外気に接する
土間床等の外周部

断熱材
厚さ
mm
125
95
85
85
85
100
55
40
40
40

断熱材
厚さ
mm
20
15
10
10
10
25

必要な
熱抵抗値
m2・Ｋ/Ｗ
0.5
0.4
0.2
0.2
0.2
0.6

断熱材
厚さ
mm
60
50
30
30
30
75
5
5

必要な
熱抵抗値
m2・Ｋ/Ｗ
1.7
1.4
0.8
0.8
0.8
2.1
0.1
0.1

断熱材
厚さ
mm
75
65
55
55
55
75
35
35
20
15

必要な
熱抵抗値
m2・Ｋ/Ｗ
2.2
1.8
1.5
1.5
1.5
2.1
1.0
1.0
0.5
0.3

断熱材
厚さ
mm
110
90
75
75
75
100
65
65
35
25

必要な
熱抵抗値
m2・Ｋ/Ｗ
3.2
2.6
2.1
2.1
2.1
2.9
1.8
1.8
1.0
0.6

断熱材
厚さ
mm
80
65
40
40
40
60
35
35
25
20

必要な
熱抵抗値
m2・Ｋ/Ｗ
2.3
1.8
1.1
1.1
1.1
1.7
0.9
0.9
0.7
0.5

必要な
熱抵抗値
m2・Ｋ/Ｗ
3.6
2.7
2.5
2.5
2.5
2.9
1.6
1.1
1.1
1.1

新区分

1・2
3
4
5・6
7
1・2
3
4
5・6
7

旧区分

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅴ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅴ

新区分

1・2
3
4
5・6
7
1・2
3
4
5・6
7

旧区分

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅴ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅴ

新区分

1・2
3
4
5・6
7
1・2
3
4
5・6
7

旧区分

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅴ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅴ

新区分

1・2
3
4
5・6
7
1・2
3
4
5・6
7

旧区分

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅴ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅴ

次世代
省エネルギー基準
(＝性能表示等級4)

新省エネルギー基準
(＝性能表示等級3)

省エネルギー基準

吹付け硬質ウレタンフォーム A種１：熱伝導率 0.034W/（m・K）

屋根または天井 壁地域 外気と接する床 その他の床 その他の土間床外気に接する
土間床等の外周部

断熱材
厚さ
mm
95
75
65
65
65
80
45
30
30
30

断熱材
厚さ
mm
15
15
10
10
10
20

必要な
熱抵抗値
m2・Ｋ/Ｗ
0.5
0.4
0.2
0.2
0.2
0.6

断熱材
厚さ
mm
45
40
25
25
25
55
5
5

必要な
熱抵抗値
m2・Ｋ/Ｗ
1.7
1.4
0.8
0.8
0.8
2.1
0.1
0.1

断熱材
厚さ
mm
60
50
40
40
40
55
30
30
15
10

必要な
熱抵抗値
m2・Ｋ/Ｗ
2.2
1.8
1.5
1.5
1.5
2.1
1.0
1.0
0.5
0.3

断熱材
厚さ
mm
85
70
55
55
55
80
50
50
30
20

必要な
熱抵抗値
m2・Ｋ/Ｗ
3.2
2.6
2.1
2.1
2.1
2.9
1.8
1.8
1.0
0.6

断熱材
厚さ
mm
60
50
30
30
30
45
25
25
20
15

必要な
熱抵抗値
m2・Ｋ/Ｗ
2.3
1.8
1.1
1.1
1.1
1.7
0.9
0.9
0.7
0.5

必要な
熱抵抗値
m2・Ｋ/Ｗ
3.6
2.7
2.5
2.5
2.5
2.9
1.6
1.1
1.1
1.1

次世代
省エネルギー基準
(＝性能表示等級4)

新省エネルギー基準
(＝性能表示等級3)

省エネルギー基準

吹付け硬質ウレタンフォーム A種１H：熱伝導率 0.026W/（m・K）

屋根または天井 壁地域 外気と接する床 その他の床 その他の土間床外気に接する
土間床等の外周部

断熱材
厚さ
mm
195
140
140
140
140
180
70
55
55
55

断熱材
厚さ
mm
45
45
20
20
20
25

必要な
熱抵抗値
m2・Ｋ/Ｗ
1.2
1.2
0.5
0.5
0.5
0.6

断熱材
厚さ
mm
120
120
60
60
60
75
5
5

必要な
熱抵抗値
m2・Ｋ/Ｗ
3.5
3.5
1.7
1.7
1.7
2.1
0.1
0.1

断熱材
厚さ
mm
-
-
-
-
-
105
45
45
25
15

必要な
熱抵抗値
m2・Ｋ/Ｗ
-
-
-
-
-
3.0
1.2
1.2
0.6
0.4

断熱材
厚さ
mm
130
130
85
85
85
155
75
75
45
35

必要な
熱抵抗値
m2・Ｋ/Ｗ
3.8
3.8
2.5
2.5
2.5
4.5
2.2
2.2
1.2
0.9

断熱材
厚さ
mm
100
60
60
60
60
105
40
40
35
25

必要な
熱抵抗値
m2・Ｋ/Ｗ
2.9
1.7
1.7
1.7
1.7
3.0
1.1
1.1
1.0
0.6

必要な
熱抵抗値
m2・Ｋ/Ｗ
5.7
4.0
4.0
4.0
4.0
5.2
2.0
1.5
1.5
1.5

次世代
省エネルギー基準
(＝性能表示等級4)

新省エネルギー基準
(＝性能表示等級3)

省エネルギー基準

吹付け硬質ウレタンフォーム A種１：熱伝導率 0.034W/（m・K）

屋根または天井 壁地域 外気と接する床 その他の床 その他の土間床外気に接する
土間床等の外周部

断熱材
厚さ
mm
150
105
105
105
105
140
55
40
40
40

断熱材
厚さ
mm
35
35
15
15
15
20

必要な
熱抵抗値
m2・Ｋ/Ｗ
1.2
1.2
0.5
0.5
0.5
0.6

断熱材
厚さ
mm
95
95
45
45
45
55
5
5

必要な
熱抵抗値
m2・Ｋ/Ｗ
3.5
3.5
1.7
1.7
1.7
2.1
0.1
0.1

断熱材
厚さ
mm
-
-
-
-
-
80
35
35
20
15

必要な
熱抵抗値
m2・Ｋ/Ｗ
-
-
-
-
-
3.0
1.2
1.2
0.6
0.4

断熱材
厚さ
mm
100
100
65
65
65
120
60
60
35
25

必要な
熱抵抗値
m2・Ｋ/Ｗ
3.8
3.8
2.5
2.5
2.5
4.5
2.2
2.2
1.2
0.9

断熱材
厚さ
mm
80
45
45
45
45
80
30
30
30
20

必要な
熱抵抗値
m2・Ｋ/Ｗ
2.9
1.7
1.7
1.7
1.7
3.0
1.1
1.1
1.0
0.6

必要な
熱抵抗値
m2・Ｋ/Ｗ
5.7
4.0
4.0
4.0
4.0
5.2
2.0
1.5
1.5
1.5

次世代
省エネルギー基準
(＝性能表示等級4)

新省エネルギー基準
(＝性能表示等級3)

省エネルギー基準

吹付け硬質ウレタンフォーム A種１H：熱伝導率 0.026W/（m・K）

※JIS規格値にて算出
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鉄筋コンクリート造、又は組積造の住宅

鉄骨造の住宅

1. 火気厳禁を守ること

2. 火気厳禁の表示をすること

3. 現場を整理・整頓すること

5. 貯蔵・保管時の注意点

6. その他の注意点

7. 酸素欠乏の防止対策

4. 火気使用時の注意点

8. 施工後の使用環境の注意点

現場発泡フォームが常時水分に接するような使用は避けてください。
また、長時間直接日光や雨が当たる状況での使用は避けてください。


